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◆8月 11日（木・祝） 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり（1週間前までに要予約） 

 

◆8月 18日（木) 10：00～11：30 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり（1週間前までに要予約） 

 

 

 
 

 

 

<女性版骨太の方針 2022> Part1 

 我が国の男女共同参画の現状は、諸外国に比べて立ち遅れ

ている。 昭和の時代に形作られた各種制度や、男女間の賃金

格差を含む労働慣行、固定的な性別役割分担意識など構造的

な問題も抱えている。 

人生 100 年時代を迎え、女性の人生と家族の姿は多様化し

ており、もはや昭和の時代の想定が通用しない。「第５次男女共

同参画基本計画」を着実に実行するため、令和４年度及び５年

度に重点的に取り組むべき事項を定めたのが、「女性版骨太の

方針 2022」で、令和 4 年 6 月 3 日に政府が決定した。 

女性版骨太の方針は、 

Ⅰ女性の経済的自立 

Ⅱ女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現 

Ⅲ男性の家庭・地域社会における活躍 

Ⅳ女性の登用目標達成（第５次 

男女共同参画基本計画の着実な 

実行）という 4 つの柱立てに基づき、具体策を取りまとめてい

る。 今年度及び来年度に実施することを決定した主な具体策

は、右記の通りである。（今回はⅠとⅡを紹介） 

 

 

参加者：延 175 人 場所：学習研修室 1・2・3、ふれあい交流サロン 

企画：高松鉄道模型同好会、徳島模型鉄道の会、桃太郎鉄道 

今回の鉄道模型展では、ＮゲージやＨＯゲージとジオラマ、 

また、鉄道のＤＶＤ視聴やぬりえ、ミニ電車をつくるクラフト 

コーナーなどがあり、たくさんの親子連れが見に来られた。 

明かりを消した夜の鉄道も、音楽や DVDで鉄道風景を 

映像で流してくれたので、とても素敵な雰囲気だった。 

（参加者の感想） 

「何度か来たことがありますが、今回初めて体験運転が 

出来たので、子どもが嬉しそうでした。ジオラマが細かく 

丁寧できれいでした」「電車が動く様子を見るのをとても 

喜んでいました♪ぬりえも 3 歳なので丁度良かったです」 

 

 

ト ピ ッ ク ス 
 

 

●知らない活動団体を知る機会になり良かった。 

●ネット等の意見を参考にしがちですが、こうして 

生の声の方が真実味があって、参考になりました。 

●写真が多く、見やすく伝わりやすく良かった。 

 

 

 

 

 

 

① 参画センター登録団体の交流会 

②11 月に予定している「高松市男女共同参画市民フェス

ティバル」に参加する団体や希望者（ボランティア）を集

い、第 1回の実行委員会を開催します。 

◆8月 20日（土） 10:00～11:30 

交流会：10：00～ 実行委員会 11：00～ 

場 所：参画センター学習研修室 1・2・3 

参加費：無料     

対 象：参画センター登録団体＆高松市の一般市民 

 

 

複雑な状況で、法律が助けになってくれないかと思う時、 

どこまでどう主張できるかと悩む時、ご利用ください。 

◆8月 29日（月） 13:30～15:30 

講 師：大田 裕子弁護士 

場 所：参画センター相談室 

対 象：高松市在住・在勤の女性 

参加費：無料  定 員：4人（先着） 

＊予約申し込みは、8月 4日（木）9：00から受付します。 

 

◆8月 20日（土） 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

Ⅰ 女性の経済的自立（女性本人、経済政策でも課題） 

①男女間賃金格差への対応 

②地域におけるジェンダーギャップの解消 

③固定的な性別役割分担意識・無意識の思い込みの解消 

Ⅱ 女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現 

（女性活躍・男女共同参画の大前提となる） 

①アダルトビデオ出演被害対策等 

②性犯罪・性暴力対策 

③配偶者等からの暴力への対策の強化 

④女性の健康          （資料：内閣府「共同参画」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者：59 人 場所：参画センター学習研修室 1・2・3  

講師：幕内秀夫さん（フーズ・ヘルス研究所主宰） 企画：学校給食と子どもの健康を考える会香川支部 

子育ての中でのストレスに「食事」を挙げる人は多くいます。 

しかし、この講演会は「子どもの食事は難しくない」のスラ 

イドから始まります。そもそもの間違いは、「子どもは何も 

分かっていないから大人が教えなければならない」という 

間違った認識から始まっているとのこと。子どもはちゃんと 

分かっているから「偏食」をする。何でもかんでも食べよう 

とする大人が「変食」なんだということを、分かりやすく解説 

 

 

 

 

 

 

 

●実施期間：令和 4年 6月 23日（木）～29日（水）●場所：男女共同参画センター●アンケート回答数 57人 

●どの団体もしっかりした活動目的を持って活動し

ているので、男女共同参画センターで交流を図り

共に手をつなぎ、明るく民主的な高松市になるよ

う努めたいと感じました。 

●地道な活動に状況が分かり、感銘を受けました。 

●それぞれの会の思いが伝わってきました。 

●母となり、子どもに関することが目に留まった。 

  

 

 

  

 

<パネル展の感想> 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

 

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
数 

 

 

「とても楽しむことが出来ました。準備や調整が大変

だったと思います。ありがとうございました。」 

「またミニ電車が走るようになったらいいと思います」 

「すごく楽しかったです。ありがとうございました」 

して下さいました。 

（参加者の感想） 

「目から鱗がおちた！」 

「肩の荷が下りた！」 

「日々のストレスから解消 

される！」などたくさんの 

声が聞かれました。 

 


